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高圧噴射水による原子力発電設備の除染基礎実験

総合技術研究所

1 ま え が き

原子力発電所設備の除染作業の自動化をはかる

ためプラジによる除染装置を開発してきたが，そ

の適用が難しい場所もあるので，除染法の 1つと

して高圧水によるジェット洗浄について，除染特

性を調べるための基礎実験を行なった。

2 実 験 概賽

ジェット洗浄の適用は廃棄物処理系のクンク等

が考えられ，それらクンクの内面処理材の代表例

として3種類を選定し，それに模捩クラッドを付

着させ，次の除染条件で実験を行なった。

(1) 実験条件

0 内面処理材；エボキジ塗装，アマコート塗
装，ゴムライニング

1レ；直射型2. 4mm<j>, 3. 2mm<j>, フラ
ットスプレー� (25°

) 2. Omm<j> 

0 模擬クラッド：蛍光X線測定を容易にするた
め Cu粉を用い，付着剤として
CaS04等を用いて 比較的強い
付着条件にした。

(2) 塗膜健全限界実験
噴射圧を徐徐に上昇させて塗膜が損傷しはじ

める圧力を測定した。
(3) 除染効果実験

汚染面に対して噴射角度・ノズ1レとの距離・

除染速度を種々変化させて除染効果の比較を行
なった。除染効果は蛍光X線アナライザーによ
り除染係数 (DF) を定量的に算出した。

DF= 除染前の試験片模擬クラッド中のCu量
除染後の試験片模擬クラッド中のCu残存量

3 実 験 結 果
今回実施した実験から得られた結果を図表であ

らわすと次の通りである。
第1表儘全限界圧力（噴射水の圧力P)

。 J ズ

戻三I:：:［三］i：:［ミ
（注）直射ノズルの場合距離200, 300, 400mmの範囲で

限界圧力は同じ値。フラットノズJレの場合距離に
応じて限界圧力は大きく異なり，表はL=lOOmm
の時の値。噴射時間30sec。
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(1~3図）汚染面とノズルとの距離L (mm) 
および除染遍度V Cm/min) とDFの関係
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第2図噴射角度((J）と
DFの関係
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4 考 察

(1) 30秒間の高圧水噴射における塗膜強度はエ

ポキジ・アマコートは140kg/cm 2で，ゴムは

10kg/cm 2 の結果となり， ゴムライニングの

ジェット洗浄は不適である。

(2) 効果的除染を行なうための噴射距離は，直

射ノズルの場合 300-SOOmm が適切な距離で

ある。フラットノズルの場合は可能な限り近

接した方が効果的に除染できる。

(3) 効果的な噴射角度についてソ連の文献では

30-45
° が効果が大きいとの記述があり， そ

の確認実験をしたが， ooに次いで 30°がDF

が大きい結果となった。

5 あ と が き

ジェット洗浄についての実験結果からいえるこ

とは，長所として複雑な構造物に適用ができ遠隔

操作が容易である。短所として使用水量が多く，

除染所要時間が長く，しぶき対策を必要とする。

従って，ジェット洗浄はその特色を活かした特定

の除染作業に限定されることになると考えられる

（原子力研究室）
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